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   In its 2006 multicultural co-existence promotion plan for communities, the Ministry of Internal Affairs and 
Communications emphasized the significance of regional multicultural co-existence to create communities in 
which people of different nationalities and races could acknowledge their cultural differences, build equal 
relationships, and live together as members of regional society. To promote the creation of such communities, 
it is important to understand the characteristics of each community in which foreign residents live. In these 
communities, people of various cultural backgrounds create unique communities (such as the Nepali 
community in Suginami, Tokyo, and Vietnamese communities in Osaka and Kobe). Based on the 
communication method for multicultural coexistence that employs mutually understandable Japanese (Wakari 
aeru Nihongo) (Katayama, 2018) , the author considers that mutual understanding can be promoted by 1) 
creating and increasing opportunities for contact between foreign and Japanese residents; 2) establishing 
communication methods; and 3) motivating foreign and Japanese residents to make acquaintance with and 
communicate with each other. Based on this idea, in this paper, the author seeks to identify the necessary 
elements for cultural co-existence in communities for foreign residents with regional differences. First, the 
author conducted a questionnaire survey in a Turkish Kurd community near JR Warabi station in Saitama 
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Prefecture, an area that is known as Warabistan. The respondents were asked about their Japanese language 
acquisition levels, learning methods, and situations where they consider learning the Japanese language is 
necessary. By comparing the results of the questionnaire with those of the survey conducted by the Agency for 
Cultural Affairs in 2001 on the awareness of foreign residents in Japan regarding the Japanese language, the 
author analyzed the necessary elements for the establishment of mutually understandable Japanese (Wakari 
aeru Nihongo) such as Japanese language support for Turkish Kurds in Warabistan (establishment of 
communication methods) and willingness to communicate with the Japanese community (motivation). 
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はじめに 




害や差別を受けたとして日本で難民申請をしているが、2019 年 3 月現在、日本におけるトルコ系クルド
人の難民認定者はいない。その結果、在留資格を持たない不法滞在者となって入国管理局の施設に収容
されるか、収容は免除されるが日本での就労と居住地外への移動を禁じられた「仮放免」者として長期
































片山 奈緒美 「『わかりあえる日本語』の構築」 









   （１－２）「わかりあえる日本語」の概念 











 片山（2019）によると「わかりあえる日本語」は図 1 のように図示される。 
 














   （１－３）日本在留外国人を巡る動き 
 ワラビスタンにおける多文化共生について検討するにあたり、日本における在留外国人を巡る動きに
ついて触れておきたい。 
 2019 年 4 月、在留資格〈特定技能〉を新設した「改正出入国管理法」が施行された。外務省ホームペ
ージ「特定技能の創設」、毎日新聞（2019）、みずほ総合研究所（2019）などによると、新設された在留
資格〈特定技能〉は人材不足が深刻な 14 業種を対象に技能や日本語能力について一定の条件をつけ、
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統計書に記録がある 2005 年から 2018 年のトルコ国籍者の住民数をグラフ化すると（図 2）、2013 年か
らトルコ国籍者の住民が増え続けていることがわかる。そのうちクルド人が占める割合は不明だが、相
当数を占めるものと推測される。 
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 前章で示した研究目的を果たすため、ワラビスタンの 16 歳以上のクルド人を対象にアンケート調査
を行った。調査期間は 2018 年 8 月 1 日から 15 日と、2019 年 3 月 16 日から 3 月 31 日の合計 1 ヵ月間で
ある。筆者が作成した日本語版アンケートをクルド人協力者にトルコ語に翻訳してもらったものをアン
ケート調査に使用した。調査は Google Form を用いて実施し、上記期間にワラビスタンのクルド人から
回答を得た。アンケート調査の質問内容は本稿末尾の付録に記載したトルコ語に翻訳する前の日本語版
アンケートを参照いただきたい。 
 合計 15 の質問の内、一部は「日本語に対する在住外国人の意識に関する実態調査」（文化庁 2001）と
同様の質問内容にした。 
 「日本語に対する在住外国人の意識に関する実態調査」は、地域の外国人住民の日本語に対する意識




   （２－１）ワラビスタンのクルド人のアンケート回答者層［質問（1）～（4）］ 
 アンケートの質問(1)から(4)への回答から、質問に回答したクルド人層は以下のように示される。 
 表 1 の通り回答者は 77 人で、内訳は男性が 37 人、女性が 40 人である［質問（1）］。 
 
表 1 質問（1）性別 
男性 女性 合計 
37人 40人 77人 
 
 年代は 16～19 歳 1 人、20～29 歳 47 人、30～39 歳 22 人、40～49 歳 7 人だった［質問（2）］。 
 
図 3 質問（2）年齢 
 
 50 代以上の回答者が 0 人だったのは、Google Form に回答できるスマートフォン使用者が少ないこと
が一因だろう。また、トルコ語で書かれたアンケートに回答することが困難な層がいたことも考えられ
る。トルコの言語政策により、1924 年に「法廷、学校言語を含む公の場でのクルド語使用が禁止され」










16歳～ 20歳～ 30歳～ 40歳～







 アンケート回答者のうち、既婚・未婚の別、子供の有無は図 4 に示すとおりである［質問（3）］。 
 
図 4 質問（3）結婚していますか・子供はいますか 
 
 質問(1)と(3)の結果から、回答者 77 人の内 20 代から 30 代の既婚者が 70 人を占めており、本調査で主
にこの層の傾向を示すことができるだろう。 
 日本滞在歴をつかむために来日の時期を尋ねた質問（4）では、最も長い人で 1984 年に来日していた。






 ワラビスタンにクルド人が住み始めたのは 1990 年代からとされており、1984 年の来日者と 1996 年の
来日者はワラビスタン形成の黎明期を知っている可能性がある。また、16 歳以上である 77 人の回答者
の内 3 人が日本生まれと答えており、3 人の家族は少なくとも 16 年以上前から日本に住んでいるといえ
る。 
 
表 2 質問（4）いつ日本に来ましたか 
1984  1 2000 2010  7 日本生まれ 3 
 2001  1 2011  9  
1996  1 2002  2012  7  
 2003 2013  9  
 2004  4 2014  5  
 2005  3 2015 13  
 2006  3 2016  5  
 2007  2 2017  1  
 2008  1 2018  2  
 2009  1   
1980-1999 2 人 2000-2009 15 人 2010-2018 57 人 日本生まれ  3 人 













1.既婚・子供有り 2.既婚・子供無し 3.未婚・子供有り 4.未婚・子供無し
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 日本語の使用頻度を尋ねた質問（5）は図 5 のような回答が得られた。 
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図 7 日常生活に必要な日本語の習得状況 （文化庁 2001） 
 
 質問(8)において日本語が分からなくて困ったり嫌な思いをした経験があるかを尋ねたところ、「来日
当初は（不快な経験が）あった」「嫌な思いをすることが多い」など、77 人中 76 人が何らかの不快な思
いをしたと記述した。 
 質問(9)では役所や病院などで日本語を使わなければならないときどうしているかについて 6 つの選
択肢を設け、あてはまるものをすべて選んでもらったところ、次のような結果が出た。 
 
図 8 質問（9）日本語を使わなければならないとき、誰に助けてもらいますか 
 
 77 人の回答者のうち「1.自分で」対応する人が 25 人、自分より日本語ができる「3.家族（大人）」に
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図 9 質問(10)どのくらい日本語を話したり聞いたりできますか 
 
 質問（11）では日本語を読む能力について尋ねた。77 人中 41 人はひらがなが読めるが、漢字が読め
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図 11 質問（12）どのくらい日本語が書けますか 
 







で）勉強する」がもっとも多く 31 人、次いで「5.家族やクルド人の友人に教えてもらう」が 25 人、「3.
日本人の友人に教えてもらう」が 17 人となったほかは、「1.日本語教室」が 8 人、「2.日本語学校」は 0
人、「3.日本の小中学校」が 3 人、「8.その他」9 人となった。収入の手段があまりなく日本語学習にお金
をかけられないクルド人特有の経済的事情が垣間見える結果となり、「7.日本語を勉強していない」も 14
人いた。 
 質問（14）で 1 年後の日本語習得の目標について尋ねたところ、次のような回答となった。 
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(1) 性別 （  ）男  （  ）女  （  ）答えません 
 
(2) 年代 16 歳～／20 歳～／30 歳～／40 歳～／50 歳～／60 歳～／70 歳～／80 歳～／答えません 
 
(3) 結婚していますか。子供はいますか。 
（  ）1. 結婚しています。子供がいます。 
（  ）2. 結婚しています。子供はいません。 
（  ）3. 結婚していません。子供がいます。 
（  ）4. 結婚していません。子供はいません。 
（  ）5. 答えません 
 




（  ）1. はい、ほとんど毎日使っています。 
（  ）2. はい、ときどき使っています。 
（  ）3. はい、買いものなど日本語が必要なときだけ使っています。 
（  ）4. はい、日本語を勉強するときだけ使っています。 






(7) 次の 1～10 のことを日本語でできますか。どのくらいできるか a～d のなかから選んでください。 
a. 簡単にできる／b. 難しいができる／c. できない／d. わからない 
 
（  ）1. 食べものを買う 
（  ）2. あいさつをする 
（  ）3. 場所を聞く 
（  ）4. レストランで注文する 
（  ）5. 日本人に電話をする 
（  ）6. 世間話をする 
（  ）7. 漢字で住所を書く 
（  ）8. 病院で医者に病状を話す 
（  ）9. 市役所などで質問や相談をする 







（  ）1. 自分で日本語を話したり、書いたりする 
（  ）2. 日本人の友人にいっしょに来てもらう 
（  ）3. 自分より日本語ができる家族（大人）にいっしょに来てもらう 
（  ）4. 自分より日本語ができる家族（子）にいっしょに来てもらう 
（  ）5. 通訳（有料）にいっしょに来てもらう 
（  ）6. 翻訳アプリを使う。 





（  ）1. 日本語を聞く 
（  ）2. 日本語を話す 
 
(11) あなたは日本語をどのくらい読めますか。 
（  ）1. ひらがなが読める 
（  ）2. カタカナが読める 
（  ）3. ローマ字が読める（例：gakko（がっこう）、eki（えき）など） 
（  ）4. 漢字は読めないが、意味はわかる 
（  ）5. 漢字が少し読める 
（  ）6. 漢字が読める。漢字の意味もわかる 
（  ）7. まったく読めない 
 
(12) あなたは日本語をどのくらい書けますか。 
（  ）1. ひらがなが書ける 
（  ）2. カタカナが書ける 
（  ）3. ローマ字が書ける（例：gakko（がっこう）、eki（えき）など） 
（  ）4. 漢字が少し書ける 
（  ）5. スマホやパソコンを使えば漢字が書ける 
（  ）6. 漢字がじゅうぶんに書ける 
（  ）7. まったく書けない 
 
(13) どうやって／どこで日本語を勉強していますか。 
（  ）1. 日本語教室で（安い） 
（  ）2. 日本語学校で（高い） 
（  ）3. 日本人の友人に教えてもらう 
（  ）4. ひとりで勉強する（スマホのアプリや本などを使って） 
（  ）5. 家族やクルド人の友人に教えてもらう 
（  ）6. 日本の小学校や中学校で勉強した 




（  ）1. 日本人と同じくらい会話したり、読んだり書いたりできる 
（  ）2. 生活に必要な会話ができて、基本的な漢字を読んだり書いたりできる 
（  ）3. 日本人と同じように会話できる。 
（  ）4. 簡単な会話ができて、ひらがな・カタカナを読んだり書いたりできる 
（  ）5. 生活に必要な会話ができて、少しだけ漢字を読んだり書いたりできる 
（  ）6. 日本語がうまくならなくてもいいと思っている 
 
(15) 最後の質問です。もっと日本語を話したり、読んだり、書いたりできるようになったら、何をした
いですか。自由に書いてください。 
